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平成27年11月24日 

（一社）神奈川県建築士会 防災委員会                     記録:滝口 

 

平成27年度 第4回 防災委員会 議事録  

 

場所 建築士会 会議室 

日時 平成27年11月24日（火）午後6時～8時 

出席者 防災委員会：東・長井・雨森・高戸・（内田）・山室・村松・（丹治）・遠藤・大橋・滝口 

    事務局担当者：中川                                （  ）内は欠席 

 

□常任理事[雨森] 挨拶 

・第58回 建築士全国大会（石川大会）10/30，31に参加。連合会の青年、女性、まちづくりの３委員会の 

合同セッション「交流セッションａ」は、初めての試みで、とても良かった。神奈川県から5名が表彰さ 

れ、約50名の会員が参加。 懇親会会場は狭かった。 

・常任理事会は、金子会長のもと、２ヶ月に１回の開催でスタートしたばかりで、まだ具体的な活動は、 

行なっていない状況。雨森は、長田副会長と財務担当となった。 

 

 □ 委員長[東] 挨拶 

   ・小田原支部及び県央支部の研修に参加して 

各支部の特色があり良い。小田原は、市の応急危険度判定に関する話があり、市との関係の良 

さが覗えた。県央は、11/6にまず支部役員だけで、研修を行ない、12/9に関連市町村にも参 

加を依頼して、改めて開催する。 

   ・三会合同の災害時対応について  

神事協・士会・ＪＩＡで建築会議を行なっていて、合同賀詞交歓会がスタートした。 

それぞれの会が独自に県や市と協定を結んでいる状況である。 

来年１月ごろ、建築会議開催予定しており、災害時対応について議題となるので、防災委員 

会からの参加を依頼された。 

 

□ 委員、支部近況等の報告 

      ・小田原支部 11 月 7 日（土）キャラバン隊研修会を開催。参加１５名で、ほとんどが応急危険度判定士

であった。県西部の地震等の災害が危惧されているが、会員の関心は薄かった。 

小田原市の協力により、応急危険度判定行動マニュアル等の説明もあった。 

   ・県央支部のキャラバン隊支部研修会11月6日(金) 役員内で開催 

    12月9日（水）15：30～17：00キャラバン隊研修会開催 （委員長挨拶内にて報告有り） 

 

 □ コラボセミナーについて 

・相模原支部が、50周年イベントがあり、それとの兼ね合いがあり、その翌週の3/19頃の午後に相模大野

にて開催予定。 

   ・女性委員会は、次回12/2開催、セミナーの検討をする予定。 

・防災委員会として東、長井、遠藤の三人を担当とする。 

 

□ 議 題      
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・キャラバン隊の冊子作成について  

キャラバン隊の参加者と行政へアピールしたい。（東）  

・県内被災時の建築士会対応について  

被災した県では、行政と士会が他県からの支援の受け入れのコーディネートを行なって 

いるので、マニュアル作成の必要がある。（東） 

・各支部内市町村との関わり方について  

神奈川県被災住宅再建支援マニュアル（第1部）巻末の連絡先一覧より、各支部の市町 

村と連絡を取り実際の関係部署を特定し、12月中に連絡する。 

・各支部内の市町村への配布パンフレットの作成について 前項の後に検討 

・各市町村の災害時活動の意見交換の実施について 前項の後に検討 

・他県との意見交換会を被災経験県の建築士会と行うか。 宮城県・福島県に打診する。（雨森） 

・防災をテーマとしたサロンの発行について 12月中位に原稿の依頼があるのではないか。（高戸） 

・HPの更新（12月の予定） 

・その他 次回議事録作成者：内田 

                                                       

 ・次回の委員会の予定  平成28年 1 月26 日（火 ）場  所 建築士会会議室 18時より     


